



























明確化（第 1 章，第 2 章），2.過剰都市化論の人口移動論としての設計思想の分析とそこか
ら導かれる分析対象の再定置（第 3 章，第 4 章），3.インドネシア首都ジャカルタを事例と
した都市化過程および住民の分析による理論の実証（第 5 章，第 6 章），という 3 つのアプ
ローチによって，問題の精緻化と都市化論の再構築を行った． 



























































































る．以上が 1980 年代以降の都市化分析の不備といえる． 





























 第 2 章では，新国際分業などの視点を都市化論に組み込む手法を検討した．途上国都市












かでも Terry G. McGee は，工業化が進展する以前の農業経済システムに着目し，稲の水耕
栽培と小農が首都郊外に高密度かつ大量の潜在的労働人口を形成していたことが，郊外の
工業団地群の形成と巨大な首都圏の誕生を可能にしたと説明する．そして，首都圏の拡大
は，「脱中心化」（Leo Van den Berg and Leo H. Klaassen 1987）のような人口移動ではな
く，郊外にもともといた（in-situ）人口を吸収していく結果であると説明する．McGee の




















































 第 4 章では，過剰都市化論の主要な分析対象であったインフォーマルセクターに焦点を
当てた．インフォーマルセクターの議論の際，露天商を代表とする自営業に焦点が当てら
れることが多い．だが，過剰都市化の議論が後景に退くなか，露天商をはじめとした自営
























































































である．対して，契約雇用者の収入は全体の平均月収付近の 500 万ルピア以下に全体の 97%
が集中している．これまでは，貧困問題と常に合わせて議論されてきたインフォーマルセ
クター（ここでは，従来通りインフォーマルな生産単位としてのインフォーマルセクター
であり，インフォーマルな雇用関係は含まれていない）であるが，構造化された人口移動
論のなかにおいては，むしろ短期の契約労働者の方が低収入であり，生活状況に問題を抱
えているという，東南アジア都市化論における焦点の移行の必要を，本調査事例から実証
した．本調査の結果からは，契約労働者の社会階層の上昇移動は難しいといえる．それで
も，仕事を求め移住してくる流入者が多い現状にある．これが，現在の郊外の発展を牽引
する都市化メカニズムである． 
 以上のように，「構造化された人口移動」という分析枠組みは，「過剰都市化論」にかわ
り，現代の東南アジア都市化の議論を牽引するに十分たる射程をもっている． 
